
toyako......toyako......

広報とうやこでは、町HPや公式LINEなどへアクセス
できるQRコードを掲載しています。

※機種によって操作方法が異なります

　　カメラアプリや
QRコード読み取り
アプリを起動する

１

　　カメラをQRコ
ードに向ける
２

　　表示されたア
ドレスを押す
３

スマホデビュー応援！
ＱＲコードの読み取り方

右の読み取り手順を参考に
読み取ってみましょう！

（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）

読み取り手順
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冬の恵み
虻田の海の宝物



おめでとうおめでとう100 歳歳

2

３月
2025年
（令和7年）

NO.228

とうやこ

人口と世帯の動き

今月の表紙

　いぶり噴火湾漁業協同組合
のホタテの直売会が２月 22
日、虻田地区で始まりました。
　虻田を代表する海の幸が詰
まった約 300 袋が、開始から
20 分足らずで売り切れる人気
ぶりでした。

目次
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安藤梅さん
  安藤梅さん(入１区)が２月28日に100歳の誕生
日を迎えることを記念し、下道町長が２月13日に
自宅を訪問してお祝い金と花束を贈呈、長寿を祝
福しました。

イベントカレンダー17

世界へ発信！２つのユネスコ遺産16

さわやかだより
うつ病を正しく知ろう

14

３ マチのための新たな通貨
とうやコイン始めました

9 ふれあい交流会に参加しませんか？
国民健康保険からのお知らせ

８ 有珠山防災訓練・パネルディスカッ
ションのお知らせ

遊休農地でサツマイモの生産に取り組む
ＪＡとうや湖の皆さん

18 spotlight

東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.82

15

6 まちのわだい

（先月比）
男 ………………………………3,636 人
女 ………………………………4,233 人
計 ………………………………7,869 人
世帯 …………………………4,718 世帯

（－ 14）
（－ 22）
（－ 36）
（－ 23）

＜1月31日現在＞

お知らせ10
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

町の古い資料を探しています！
　洞爺湖町では、令和８年３月に迎える合併 20
周年記念事業の一環として「洞爺湖町史」を編
さんしています。
　町民共有の財産として後世に伝えていくこと
ができるような町史を編さんしたいと考えてい
ますので、ご自宅などで保管している資料など
があれば提供していただけませんか？

集めたい資料
◎昭和50年代以降のさまざまな資料
・当時の町の様子がわかる市街図（明治以降）
・旧虻田町、旧洞爺村の風景・生活・行事が記録
された写真や映像
・古い文書やノート、日記
・自治会の記念誌や各種団体、地域でのグループ
活動などの記録や資料
※個人情報に関わる物は除きます

資料提供の受付先
〒 049-5692　虻田郡洞爺湖町栄町 58 番地
洞爺湖町役場企画財政課洞爺湖町史編さん室まで
電　話　0142-74-3004
メール　kohotokei@town.toyako.hokkaido.jp
※洞爺湖町史編さん事業については、町のホー
ムページで進捗状況を随時公開しております
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加盟店に行けば１コインにつき１円として
使用できます。加盟店は飲食店や
食品スーパー、コンビニ、ホテル
など様々。詳細は５ページをお読
みください。

３
コインを使おう！

加盟しているのは全て町内のお店。たまっ
たコインはどんど
ん使ってまちにに
ぎわいを生み出し
ましょう！

４
まちににぎわいを！

とうやコインの加盟店や施設に掲示された
ＱＲコードをスマホで読み込んだり、イベ
ントに参加するとコインがた
まります（カード版はイベン
ト参加のみ対応）

２
コインをためよう！

始めにスマートフォンでとうやコインに登
録しましょう！役場でも受け付けています。
スマホでの利用を希望しない人に
はカードも発行しています。

１
まずは登録！

登録はこちらから！

とうやコインの使い方

マチのための新たな通貨マチのための新たな通貨

とうやコイン始めました とうやコイン始めました 
み
な
さ
ん
は
地
域
通
貨
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
名
の
と
お
り
特
定
の
地
域
だ
け

で
使
え
る
通
貨
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
気
軽
に
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
的
に
注
目

が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

洞
爺
湖
町
は
こ
の
た
び
、
地
域
通

貨
「
と
う
や
コ
イ
ン
」
の
利
用
を
始

め
ま
し
た
。
使
用
で
き
る
の
は
全
て

町
内
の
お
店
。
こ
の
町
に
は
時
に
町

民
の
台
所
と
な
っ
た
り
、
生
活
を
助

け
た
り
、
観
光
客
を
も
て
な
し
て
き

た
素
晴
ら
し
い
お
店
や
施
設
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
マ
チ
の
未
来
を
支
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
と
う
や
コ

イ
ン
は
始
ま
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

の
地
域
通
貨
と
聞
く
と
、
な
じ
み
が

な
く
て
何
だ
か
縁
遠
く
感
じ
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
ど
、
使
っ

て
み
る
と
意
外
に
簡
単
。
ま
ず
は
と

う
や
コ
イ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
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マチのにぎわいのためマチのにぎわいのためにに――
利用広がるとうやコイン利用広がるとうやコイン

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目

指
し
て
始
ま
っ
た
と
う
や
コ

イ
ン
。
使
う
前
に
は
コ
イ
ン
を
た

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
の
方
法
も
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

生
か
せ
な
い
か
、
ま
ち
に
出
る
き
っ

か
け
を
増
や
せ
た
ら
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
―
？
そ
ん

な
考
え
の
も
と
、
施
設
を
訪
れ
る

こ
と
で
獲
得
で
き
る
コ
イ
ン
と
、

イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
ら
獲
得
で
き
る
コ
イ

ン
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

対
象
の
施
設
内
に
掲
示
さ
れ
て

い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読

み
込
む
と
、
施
設
ご
と
に
決
ま
っ

た
コ
イ
ン
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
あ
ぶ
た
体
育
館
で
は
す
で

に
多
く
の
来
館
者
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
町
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
ん
な
利
用
者

の
一
人
。
コ
イ
ン
を
獲
得
し
て
か

ら
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
コ
イ
ン
を
た
め
る
こ
と
で
外
出
す

る
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
ス
マ

ホ
の
ア
プ
リ
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
便
利
で
す
ね
」
と
こ
れ

か
ら
の
展
開
に
も
期
待
し
て
い
る

様
子
。

　

今
後
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
も

コ
イ
ン
を
付
与
し
、
こ
ち
ら
は
カ
ー

ド
版
に
も
対
応
予
定
で
す
。
ま
ち

に
出
て
ど
ん
ど
ん
コ
イ
ン
を
集
め

ま
し
ょ
う
！

とうやコインがもらえる施設
(４月以降変更となる場合があります)

▶虻田地区　あぶた母と子の館、虻田ふれ合いセンター、入江高砂
貝塚、虻田郷土資料館、あぶた体育館、虻田テニスコート、町民プー
ル、道の駅あぷた、夕日ヶ丘パークゴルフ場
▶洞爺湖温泉・月浦地区 みずうみ読書の家、中島・湖の森博物館、洞
爺湖文化センター、西山山麓火口散策路、月浦運動公園、火山科学館
▶洞爺地区　洞爺総合センター、財田キャンプ場、土間体育館、パー
クゴルフ場、とうや水の駅、いこいの家、道の駅とうや湖



加盟店
拡大中

広報とうやこ　2025年広報とうやこ　2025年 33月月5

い
つ
も
の
あ
の
店
で

使
お
う
と
う
や
コ
イ
ン

　
と
う
や
コ
イ
ン
が
た
ま
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
お
店
で
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

加
盟
店
は
現
在
も
拡
大
中
。
日
常

の
買
い
物
か
ら
外
食
、
宿
泊
な
ど

多
彩
な
場
面
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
加
盟
店
の
状
況
は
特
設
サ

イ
ト
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
電
子
マ
ネ
ー
や

ス
マ
ホ
決
済
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

人
気
の
昨
今
で
す
が
、
と
う
や
コ

イ
ン
も
２
０
２
５
年
度
以
降
、
現

金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
機
能
を
準
備
中
。

ほ
か
に
も
利
便
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最

新
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

未
来
の
地
域
通
貨
に

な
る
た
め
に

　

少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
と
う
や
コ
イ
ン
で
す
が
、
町
は

こ
れ
ま
で
子
育
て
応
援
券
、
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
な
ど
紙
の
商
品
券
も
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
商
品
券
も
今
後
は
と

う
や
コ
イ
ン
と
し
て
配
布
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

対
応
す
る
こ
と
で
１
円
単
位
で
の

利
用
が
可
能
に
な
っ
た
り
、
業
務

を
効
率
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
紙
の
商

品
券
が
な
く
な
る
こ
と
に
不
安
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
役
場

の
担
当
窓
口
で
は
と
う
や
コ
イ
ン

の
受
付
や
質
問
も
受
付
中
。
す
で

に
多
く
の
問
合
せ
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

と
う
や
コ
イ
ン
が
こ
れ
か
ら
長

く
使
っ
て
も
ら
え
る
地
域
通
貨
に

な
る
た
め
に
―
。
今
後
も
特
設
サ

イ
ト
や
広
報
紙
で
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課
（
☎
74
―
３
０
０
４
）

加盟店の確認は
こちらから！

紙の商品券の今後のイメージ

４月１日開始予定のプレミアム商品券事業はとうやコインのみの対応となります。
詳細は各戸に郵送されるチラシでご案内します。

虻田地区

あんただあーれ。 お肉屋さんたどころ BACKWOOD 羊蹄食品 北海道丸善洞爺

e-Life サービス シマムラ電器 みうら薬局 Ａマートとうや湖店 中村美容室

居酒屋みちのく 高橋石油 道の駅あぷた 旬菜和 イソベ理容室
洞爺給油センター
虻田ＳＳ

ＤＣＭニコット
虻田店 Honey B アオバ薬局 カフェギャラリー杢

スターダスト 炭火やきとりだんど
り家 サラダ館あぶた店

洞爺地区 とうやこ高台
コトヤ食堂

とうや水の駅食堂
TSUDOU 道の駅とうや湖 セイコーマート

洞爺店 宮武豆腐店

洞爺湖温泉
月浦・花和
地区

岡田屋 ハーバルランチ ラウンジアンジュール CookiesToya!!cafe 洞爺湖汽船
カフェバルハ― 藤兼金物店 スナックメロディー ホテルグランドトーヤ レイクトーヤランチ
グランヴィレッヂ洞爺
大和旅館アネックス

明星自動車
洞爺営業所 gla_gla レークヒル・ファーム 室蘭やきとり一平

洞爺湖店
smile garden cafe
パーラーふくだ めしどころ松前屋 炭火ダイニング

アペコロ 洞爺テラス 洞爺湖越後屋

洞爺観光ホテル Lake Toya Beer 山岳喫茶 レストラン＆フラワー
KARZZ 洞爺湖温泉観光協会

花々 わかさいも本舗
仙堂庵・洞爺湖本店

洞爺給油センター
洞爺温泉ＳＳ

洞爺湖万世閣ホテル
レイクサイドテラス クラブジュテーム

とうやコインが使えるお店 (２月21日現在)

出産祝金、住宅リフォーム商品券など とうやコインで配布（カード版も対応）



来館者 100万人を達成した来館者 100万人を達成した
洞爺湖ビジターセンター洞爺湖ビジターセンター
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のわだい
まち

洞爺湖産芋焼酎の試飲会開催

洞爺湖ビジターセンターが来館者100万人

芋焼酎の試飲会芋焼酎の試飲会

と
う
や
湖
農
業
協
同
組
合（
Ｊ

Ａ
と
う
や
湖
）
が
栽
培
し

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
芋
焼
酎

の
試
飲
会
が
12
月
16
日
、
小
樽
市

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
は
、
遊
休
農
地

の
活
用
を
目
的
に
２
０
２
３
年
か

ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
試
験
栽
培
を
ス

タ
ー
ト
。
24
年
に
30
㌧
を
収
穫
し

ま
し
た
。

　
試
験
栽
培
は
、
農
業
の
６
次
産

業
化
も
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回

は
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
芋
焼

酎
を
試
作
。
小
樽
市
内
の
酒
造
会

洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
来
館
者
数
が
２
月
12
日
、

１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
を

飾
っ
た
の
は
、
神
奈
川
県
か
ら
訪

れ
た
上
村
透
さ
ん
（
38
）。
昭
和

新
山
に
訪
れ
る
途
中
に
足
を
運
ん

で
く
れ
た
と
い
い
「
突
然
の
こ
と

で
驚
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
記
念
品
を
渡
し

た
職
員
に
感
謝
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。

　
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は

２
０
０
７
年
５
月
オ
ー
プ
ン
。
豊

社
が
製
造
し
、
米
こ
う
じ
60
％
、

サ
ツ
マ
イ
モ
40
％
の
配
分
と
し
ま

し
た
。

　
試
飲
会
に
は
下
道
町
長
、
Ｊ
Ａ

と
う
や
湖
の
高
井
一
英
組
合
長
な

ど
約
10
人
が
出
席
。「
か
ど
が
な

く
、
ま
ろ
や
か
で
お
い
し
い
」
な

ど
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
は
、
今
年
12
月

の
発
売
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
（
関
連
記
事
18
㌻
）

富
な
資
料
を
展
示
し
、
洞
爺
湖
の

成
り
立
ち
や
有
珠
山
噴
火
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に

は
90
万
人
を
達
成
し
て
い
ま
し

た
。

100 万人目の来館者となった上村さん (中 )100 万人目の来館者となった上村さん (中 )



　

町内で行われたイベントや活動を紹介します
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カラオケや踊りで笑顔
老ク連の演芸交流大会

オンラインでお互いを知る
箱根・洞爺湖４校合同交流会

地方自治の振興に尽力
立野さん・皆見さん道社会貢献賞

地域の防災のために
町と玄米酵素と防災協定

賞状を受け取った立野さん（左）と皆見さん賞状を受け取った立野さん（左）と皆見さん

協定を結んだ鹿内社長 (左 ) と下道町長協定を結んだ鹿内社長 (左 ) と下道町長

練習の成果を披露する参加者練習の成果を披露する参加者

パソコンでクイズに回答する児童パソコンでクイズに回答する児童

1
10

1
23

1
30

1
27

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
し

た
立
野
広
志
さ
ん
、
皆
見
亨

さ
ん
が
賞
状
の
授
与
を
受
け
ま
し
た
。

　
立
野
さ
ん
は
昭
和
62
年
５
月
に
旧

虻
田
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
令

和
５
年
４
月
ま
で
の
９
期
36
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
町
政
に
参
画
し
地
域

振
興
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま

し
た
。
皆
見
さ
ん
は
昭
和
57
年
に
旧

虻
田
町
役
場
に
奉
職
し
総
務
部
次
長

な
ど
を
歴
任
。
令
和
元
年
６
月
か
ら

令
和
４
年
６
月
ま
で
洞
爺
湖
町
教
育

委
員
会
教
育
長
を
務
め
、
教
育
行
政

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
山
田
晃
会
長
）
の
新
年
演

芸
交
流
大
会
が
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
か
ら
９
ク
ラ
ブ
が
参
加

し
、
演
歌
や
日
本
舞
踊
な
ど
、
日
々

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
も
用
意
さ
れ
、
参
加
者

は
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
近
況
を
語
り

合
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
発
表
の
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で

「
北
国
の
春
」
を
合
唱
。
大
会
を
笑

顔
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

虻
田
小
学
校
（
横
山
慎
二
校
長
）

の
３
年
生
が
、
姉
妹
都
市
・

箱
根
町
の
３
小
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
箱
根
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
は
60

年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
中
学
生
が
両

町
を
訪
れ
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
が
、
小
学
生
の
交
流
は
今
回
が
初

め
て
で
す
。

　
児
童
は
両
町
の
特
徴
や
観
光
に
つ

い
て
の
ク
イ
ズ
を
パ
ソ
コ
ン
で
回

答
。
ク
イ
ズ
終
了
後
、
出
題
さ
れ
た

ク
イ
ズ
に
つ
い
て
各
校
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
解
説
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

町
と
玄
米
酵
素（
札
幌
市
）が「
災

害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し

て
の
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
同
社
の
洞
爺
地
区

の
宿
泊
施
設
で
避
難
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
定
員

は
約
30
人
で
す
が
、
大
広
間
の
開
放

で
よ
り
大
勢
の
避
難
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
地
区
内
で
は
、
民
間
事
業
者

の
協
力
で
避
難
所
を
確
保
す
る
の
は

初
め
て
で
す
。鹿
内
正
孝
社
長
は「
避

難
が
必
要
に
な
れ
ば
喜
ん
で
施
設
を

提
供
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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３月31日(月)
13：07～15：30

高まる自然災害のリスクに備えるためパネルディスカッションを開催します。2000
年の有珠山噴火から四半世紀を機に防災について考えてみませんか？

　また、パネルディスカッションの前にはサイレンを吹鳴します。個人でできる避難行
動を確認し、今一度災害に対する備えを見直してみてください。

有珠山防災訓練・パネルディスカッション

2000年有珠山噴火から学ぶ
～私たちの備え～

日　時

■問合せ　■問合せ　総務課自治防災室(☎74－3000)総務課自治防災室(☎74－3000)

１　　避難行動の確認
13：07　サイレン吹鳴
・防災行政無線でサイレンを吹鳴します
・各自でできる避難行動を行ってください
■各自で行う避難行動
非常用持出袋の確認、有珠山火山防災マップの確認、
避難所・一時避難所の確認、備蓄品の確認、家族と
の連絡方法の確認など

避難行動の確認ついて
今回は個人で行う訓練です。バスでの避難や避難所・
一時避難所での受付・役場職員の配置はありません。
被害想定区域外の方も様々な災害に備え、この機会
にぜひ参加してください。

２　　パネルディスカッション
「2000年有珠山噴火から学ぶ
～私たちの備え～」
13：30　受付開始
14：00　開会
■会場 洞爺湖文化センター
■申し込み 不要（参加無料）
■出演者
コーディネーター
下道英明町長
パネリスト
宇井忠英氏 （北海道大学名誉教授）
谷口正実氏 （札幌管区気象台火山対策調整官）
依田信之氏 （とうや湖温泉旅館組合監事）
荒町美紀氏 （洞爺湖有珠火山マイスター）
山田　晃氏 （入江１区自治会自主防災組織本部長）

防災を学んでとうやコインを獲得！
パネルディスカッションの参加者には、町の地域通貨「とうやコイン」
を 250 コインを配布します。
とうやコインについては３～５ページをご参照ください。
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ふれあい交流会にふれあい交流会に
  参加しませんか？  参加しませんか？

ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

集
い
の
場
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
と
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
が
送
れ
る
こ
と
を
願
い
、
虻
田
と
洞
爺
の
両
地
区

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
簡
単
な

ゲ
ー
ム
や
体
操
を
行
っ
た
り
、
昼
食
を
味
わ
い
な
が

ら
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
な
ど
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
の
た
め
徒
歩
に
よ
る
参
加
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
が
、
自
力
で
の
参
加
が
難
し
い
方
に
は
送
迎
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
申
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

ふれあい交流会（虻田地区）ふれ愛クラブ（洞爺地区）

開催
５月から 11 月までの毎週
水曜日10：00～12：30 まで
※参加者は隔週の利用に
なります

５月から翌年３月までの月
１回 10：00～12：30 まで
※年度初めに年間の開催
予定日をお知らせします

会場 健康福祉センターさわやか 洞爺ふれ愛センター

参加費 １回 200 円※食事の材料代として

対象者

ひとり暮らし：70 歳以上
高齢者夫婦世帯：夫婦と
もに 75 歳以上

ひとり暮らし：男性は 70
歳以上、女性は 75 歳以上
高齢者夫婦世帯：夫婦と
もに 80 歳以上

※いずれも洞爺湖町在住の方が対象です
※家族と同居などであっても「日中は独りになる」
などの世帯の状況により参加できる場合があります

申込先 洞爺湖町社会福祉協議会
【本所】（☎ 76-4363）

洞爺湖町社会福祉協議会
【支所】（☎ 82-5185）

締切
令和７年３月 30 日（月）
※虻田地区は定員（50名程度）になり次第締め切ります
※洞爺地区は随時受け付けています

ボランティア募集中！ボランティア募集中！
＜送迎ボランティア＞
　開催日の９時から 12 時 30 分頃まで（毎回参加
できなくてもＯＫ）自家用車で参加者の送迎、食事
会場のセッティングを行います
＜レクボランティア＞

参加者のみなさんと一緒にゲームや体操を行います
※詳しくは洞爺湖町社会福祉協議会本所（☎76-
4363）または支所（☎82-5185）へご連絡ください

国民健康保険
  からのお知らせ

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は

「
資
格
確
認
書
」ま
た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
交
付
し
ま
す

●
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

　
現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
、
新
た
に

加
入
す
る
と
き
や
、
自
己
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
の
み
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

と
と
も
に
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
受
診
で
き
ま
す
。

令和６年 12 月２日に現行の健康保険証は新た
に発行されなくなりましたが、お持ちの健康

保険証の有効期限まではお使いいただけます。
■問合せ　住民税務課国民健康保険係
　　　　　（☎ 74-3002）

●
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

　
現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
、「
資

格
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
（
申
請
不
要
）。
新
た
に
加
入
す
る
と

き
や
、
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き
な
ど
に
は
、
申
請
に
よ
り
「
資
格

確
認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
「
資
格
確
認
書
」
は
、
現
行
の
保
険
証
と
同
様
に
医
療
機
関
な
ど

で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
受
診
で
き
ま
す
。

と
と
も
に
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証

　
で
病
院
へ
受
診
！

※「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

と
合
わ
せ
て
持
参

　「
資
格
確
認
書
」

　
で
病
院
へ
受
診
！
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暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
か
ら

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど

で
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

１
２
８
万
円
（
所
得
の
目
安
）
＋

｛
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
｝
＋

社
会
保
険
料
控
除
等

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期

間
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
後
か
ら

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
に
保
険
料
を
猶
予
さ
れ
て

い
る
人
で
、
令
和
７
年
度
も
引
き
続

き
在
学
予
定
の
人
へ
、
４
月
に
順
次

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
同
一
の
学
校
に

在
学
さ
れ
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。（
こ
の
場
合
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
）

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

50

－

１
０
０
４
）
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

マイナ救急で搬送の迅速化

　西胆振行政事務組合消防本部では令和７年３月ごろから約１年間、総務省消防庁と連携し、
マイナンバーカードを活用した救急業務（マイナ救急）の実証事業を実施します。
　この実証事業は健康保険証登録をしたマイナンバーカードを活用し、傷病者本人の情報を
正確に取得することで、病院の選定や搬送中の応急処置を適切に行えるだけでなく、搬送先
病院で治療の事前準備ができるメリットがあります。
　誰もが慌てる救急現場において、より早く、正確な救急業務ができるよう、皆様のご理解
ご協力をお願いします。

▶実施予定期間　令和７年３月ごろ～令和８年３月末
▶実施救急隊　　西胆振行政事務組合消防本部全救急隊５隊
　　　　　　　　（伊達２、洞爺湖・豊浦・壮瞥各１隊）
※機器配備の時期により実証事業の期間は前後する場合があ
ります
■問合せ　西胆振行政事務組合伊達消防署警防課救急係
　　　　　（☎ 23-5119）

お知らせ
information
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お知らせ

行
　
政

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労

災
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
お
忘
れ
な
く

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

▼
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
は
…

　
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
次
の
場
合
は
運
輸
支

局
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更

登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移

転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き
（
抹
消
登
録
）

※
令
和
７
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け

す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す

▼
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と

カ
ラ
ス
の
営
巣
に
よ
る
電

気
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

　
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
カ

ラ
ス
の
巣
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、

市
街
地
で
は
電
柱
に
も
巣
が
作
ら

れ
ま
す
。
巣
の
材
料
に
針
金
や
ハ

ン
ガ
ー
な
ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
金
属
が
電
線

に
触
れ
る
と
、
停
電
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

巡
視
な
ど
を
行
い
、
電
柱
の
上
に

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
こ
れ
を
取

り
除
い
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
の
目
撃
情
報
に
よ
り
巣
を
取
り

除
き
、
停
電
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
事
例
が
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

　
電
柱
の
上
で
カ
ラ
ス
の
巣
を
発

見
さ
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す

が
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

地
球
温
暖
化
実
行
計
画
に

係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
11
月
28
日
か
ら
12
月

27
日
ま
で
の
期
間
で
、
洞
爺
湖
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
素
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
２
名
の
方
か
ら
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意

見
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
方
の
ご
意
見
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
施
策
検

討
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付

や
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
ま
た
は
都
道
府

県
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課
（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１
）

免許証の手続きに自動受付機導入

　令和７年１月６日から運転免許に関する手続きが
変わりました。
　交通課窓口に「自動受付機」が設置され、申請者ご
自身で免許更新や住所変更、免許返納に必要な申請書
を出力していただきます。

■問合せ　伊達警察署交通課（☎ 22-0110）

登録したい電話番号と、
新免許証用の暗証番号（４
ケタの数字）を１つ決め
て入力する
だけです！

■
連
絡
先
・
問
合
せ　
北
海
道
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室
蘭
支
店
お
客

さ
ま
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
１
２
０

－

０
６
０

－

８
１
３
）

き
は
…

　
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自
動

車
税
種
別
割
住
所
変
更
手
続
」
か

ら
納
税
通
知
書
の
送
付
先
の
変
更

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部
（
☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０
）

募
　
集

令
和
８
年
歌
会
始
の

詠
進
歌
の
募
集

▼
お　
題　
「
明
（
め
い
）」

※
熟
語
に
し
て
も
、
訓
読
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
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こととううやや No.48
　2000年３月31日、有珠山が突如として姿を変え、
私たちの生活に深い爪痕を残しました。その噴火か
ら今年で25 年が経ち、私たちはその教訓を胸に、
今もなお、火山の恵みと共に有珠山の麓で暮らして
います。しかし、火山活動は予測が困難で、次にいつ、
どこで噴火が起こるかは誰にも分かりません。だから

2000年の噴火から25年2000年の噴火から25年
～「備え」の再確認～～「備え」の再確認～

こそ、どんな事態にも冷静に対応できる準備を整え
ておくことが大切です。
　私たち一人ひとりの「備え」が、地域全体の安全
を支えます。四半世紀の節目に、今一度、災害時の
行動や防災備蓄品など、自分と家族を守るための「備
え」を確認しましょう。

１．避難場所・避難経路の確認
突然の災害に備えるため、どこに避難するのか、どの道を通るか、実

際に家族や地域の人たちと話し合い、確認しておきましょう。
２．防災備蓄品の準備
災害時には、最低限の生活用品が必要です。水や食料、薬、スマー

トフォンの充電器などを準備しておきましょう。特に、日常的に使うもの
はすぐに取り出せるよう整理しておくことが重要です。
３．情報収集方法の確認
災害時には、正確な情報を得ることが命を守ることにつながります。

ラジオやスマートフォンを活用して、地域の防災情報や避難情報をチェッ
クできるように準備しておきましょう。

財
務
専
門
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
大
学
や
短
期
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

令
和
８
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
が
あ
る
人

▼
受
付
期
間　

３
月
24
日
（
月
）

ま
で
※
受
信
有
効

▼
申
込
方
法　
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り

申
込
み
︻https://w

w
w.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

︼

▼
第
１
次
試
験　
５
月
25
日（
日
）

■
問
合
せ　
財
務
省
北
海
道
財
務

局
人
事
課
人
事
係
（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－
２
３
１
１
）

北
海
道
職
員
採
用
試
験

「
普
及
職
員（
農
業
）」

　
北
海
道
で
は
、
農
業
の
生
産
性

向
上
、
農
業
経
営
者
や
農
村
生
活

の
改
善
な
ど
に
関
す
る
技
術
や
知

識
を
、
試
験
研
究
機
関
や
農
業
関

係
団
体
と
連
携
し
農
業
者
に
普
及

指
導
す
る
「
普
及
職
員
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
試
験
の
概
要

北
海
道
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.pr

ef.hokkaido.lg.jp
/hj/nny/

）

▼
普
及
職
員（
農
業
）の
業
務
内
容

普
及
職
員
（
農
業
）
職
員
採
用
の

ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（https://w

w
w.pref.hokkaido.l
g.jp/ns/gjf/fukyu
u-saiyou.htm

l

）

▼
期　
間　
９
月
30
日（
火
）ま
で

※
消
印
有
効

▼
詳　
細
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︻https://w
w
w.kunaicho.go

.jp/

︼
■
問
合
せ　
宮
内
庁
式
部
職
儀
式

第
二
係
（
☎
03

－

３
２
１
３

－

１
１
１
１
）

プ
ー
ル
キ
ッ
ズ
ペ
ト
ト
ル

分
校（
通
年
）受
講
者
募
集

▼
対　
象　
平
成
31
年
（
令
和
元

年
）
４
月
２
日
~
令
和
３
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も

▼
日　
時　
令
和
７
年
４
月
~
令

和
８
年
３
月
毎
週
木
曜
日
15
時
~

16
時

▼
場　
所　
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル

▼
定　
員

15
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

▼
料　
金　
月
額
３
０
０
０
円
（

入
館
料
含
）
※
別
途
保
険
料
（
年

８
０
０
円
）
が
必
要

▼
申
込
締
切　

３
月
15
日
（
土
）

ま
で

▼
申
込
方
法　
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト

ル
に
備
付
の
申
込
書
を
記
入
し
受

付
に
提
出
（
水
曜

日
は
除
く
）、ま
た

は
下
記
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
込
み

■
問
合
せ　
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

３
４
４
３
）

「
地
域
見
守
り
隊
」募
集

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
地
域
の
安
全

を
守
り
、
町
民
が
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

犯
罪
を
起
こ
そ
う
と
す
る
人
へ
の

牽
制
を
目
的
に
、犬
の
散
歩
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
通
勤

途
中
な
ど
の
際
に
、
日
時
や
場
所

の
制
約
を
受
け
ず
、
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　
地
域
見
守
り
隊
に
登
録
い
た
だ
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

１月20日から２月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

お知らせ

大
寒
や
雪
ま
と
う
木
々
光
り
け
り

　
　

川
上
智
恵

大
寒
の
暦
の
余
白
寂
び
さ
び
と

　
　
　

佐
藤
美
風

大
寒
の
白
湯
の
甘
さ
を
知
る
朝

　
　
　

長
曾
我
部
弓
子

大
寒
の
雪
踏
む
音
や
夜
勤
明
け

亀
倉
千
鶴
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

２
月
定
例
会

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　
①
４
月
３
日
（
木
）

②
４
月
17
日
（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

▼
場　
所　

①
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担　
当　
①
本
間
寛
菜
弁
護
士

（
の
ぼ
り
べ
つ
法
律
事
務
所
）
②

増
川
拓
弁
護
士
（
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
３
月
15
日
（
土
）

②
４
月
19
日
（
土
）
９
時
30
分
~

故柿崎京子さん
■1月15日死去■88歳■遺族は岩島真由美さん■温5区

12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
:
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故長嶋恵美子さん
■1月21日死去■84歳■遺族は北田千秋さん■温3区

故澤田英雄さん
■1月24日死去■62歳■遺族は敏子さん■入1区

故郡司政利さん
■1月24日死去■76歳■遺族は恵美子さん■入4区

故畑川好雄さん
■1月25日死去■89歳■遺族は和子さん■入4区

故米澤悦子さん
■2月6日死去■87歳■遺族は耕治さん■虻5区

故大久保富士江さん
■2月7日死去■76歳■遺族は孝幸さん■清水

故飯尾喜美子さん
■2月11日死去■83歳■遺族は利雄さん■入3区

い
た
う
え
で
、
外
出
の
際
に
専
用

の
腕
章
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
な
ど
の
連
れ
去
り
、
つ
き
ま

と
い
な
ど
、
犯
罪
を
起
こ
そ
う
と

す
る
人
へ
の
牽
制
を
行
い
ま
す
。

※
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

犬
の
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を

さ
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
ど

な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
多
く
の

方
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
先
・
申
込
方
法

　
総
務
課
自
治
防
災
室
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
総
務
課
自
治
防
災
室

（
☎
74

－

３
０
０
０
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

〈
寄
付
物
品
﹀

▽
奥
山
洋
子
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
矢
野
孝
典
さ
ん
（
虻
７
区
）

▽
竹
澤
総
子
さ
ん
（
泉
区
）

▽
甲
野
佑
篤
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
山
田
晃
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
藤
兼
金
物
店

▽
ヤ
ス
コ
美
容
室

▽
き
つ
つ
き
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ク
ラ
ブ

▽
夕
日
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▽
虻
田
郵
便
局
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さわやかだ
より

“うつ病”を正しく知ろう“うつ病”を正しく知ろう
　うつ病は、感情や意欲をつかさどる脳の働きに何らかの不調が生じる脳の病気の
一つと言われており、気分が落ち込む、何をしても楽しめないといった精神症状と
ともに、眠れない、食欲がない、疲れやすいなどの身体症状が現れることのある病
気です。
　精神的ストレス、身体的ストレスが背景にあることが多く、辛い体験や悲しい出
来事の他にも、結婚や進学、就職、引っ越しなど嬉しい出来事の後にも発症するこ
とがあります。また、身体の病気や治療薬が原因となってうつ状態が生じることも
あるので、注意が必要です。

　日常生活の中で、気分が落ち込んだり、悲しい気持ちになることはだれもが経験
しますが、普通は数日経てば少しずつ前向きな気持ちを取り戻せるものです。うつ
病の場合は、気分が落ち込んだ原因が解決しても気分が回復しません。そのため、
仕事や学校に行けなかったり、体を動かすことができなかったりして、社会生活に
大きな支障が生じます。
　うつ病の治療には「休養」、「環境調整」、「薬物治療」、「精神療法」があり、症状
によっては複数の治療を組み合わせて行います。回復までには個人差もありますが、
長い期間がかかることもあります。

　残念なことに、うつ病のために自殺をしてしまう方が少なくありません。どうしても辛い気持ちが募ってしまっ
たら、まずはあなたの辛い気持ちを家族や身近な人たちに話してみましょう。また、複数の相談窓口もあるので、
話をしてみましょう。

＃いのち SOS 電話（無料） 0120-061-338（24時間対応）

よりそいホットライン 電話（無料） 0120-279-338（24時間対応）050-3655-0279（外国語、24時間対応）

北海道いのちの電話 電話（無料） 011-231-4343（24時間対応）

チャイルドラインほっかいどう
※こども専用相談窓口

電話（無料）
チャット

0120-99-7777（16時～21時）
childline.cr.jp/chat

北海道室蘭保健所 電話 0143-24-9846（９時～17時）

洞爺湖町健康福祉課 電話
メール

74-4006（９時～17時30分）
ken_center@town.toyako.lg.jp

 相談窓口 
※「24時間対応」と書かれ
ているところ以外は月曜
日～金曜日（ただし祝日は
お休み）
※相談内容の秘密は守り
ます
※電話以外の SNS での相
談先は下記 URL より検索

（mhlw.go.jp/mamorou
yokokoro/）

問合せ・申込み問合せ・申込み　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

うつ病は脳の病気

放っておかないで

辛いときは、ご相談ください辛いときは、ご相談ください辛いときは、ご相談ください

yokokoro/）
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今月の
１冊

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　 ［休館日］なし

から家書読 の
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絵本の玉手箱　３月のおはなし会
■日　時 ①３月24日(月)10時～11時30分②３
月21日（金）14時～15時30分
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
キッズタイム
■日 時 ３月22日(土)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会読み聞かせ
■日　時 ３月13日(木)14時15分～14時50分
■場　所 虻田小学校図書室
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

ぐんぐん考える力を育む
かがくクイズブック
国立科学博物館
　お子さんの、身近なものへの「な
ぜ？」「どうして？」という疑問を
すくいあげて、科学の芽をぐんぐ
んのばしましょう。科学オールジャ
ンルからたっぷり 300 問！イラス
トや写真ももりだくさんです。（あ
ぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
下元蓮大さん

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
Ｐ
Ｉ
Ｔ
特
殊
心

理
捜
査
班
・
蒼
井
俊
（
五
十
嵐
貴

久
）
▽
夜
更
け
よ
り
静
か
な
場
所

（
岩
井
圭
也
）
▽
夜
刑
事
（
大
沢

在
昌
）
▽
百
年
か
ぞ
え
歌
（
大
崎

梢
）
▽
街
角
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
（
村

山
早
紀
）
▽
青
い
絵
本
（
桜
木
紫

乃
）
▽
雫
（
寺
地
は
る
な
）
▽
坂

の
中
の
ま
ち
（
中
島
京
子
）
▽
人

魚
が
逃
げ
た
（
青
山
美
智
子
）
▽

朝
比
奈
さ
ん
と
秘
密
の
相
棒
（
東

川
篤
哉
）
▽
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
に

染
ま
る
こ
ろ
（
町
田
そ
の
こ
）
▽

ゆ
び
さ
き
に
魔
法（
三
浦
し
を
ん
）

＜

児
童
書＞

▽
日
本
一
周
ナ
ゾ

ト
キ
珍
道
中
東
日
本
編
（
栗
生

こ
ず
え
）
▽
日
本
一
周
ナ
ゾ
ト

キ
珍
道
中
西
日
本
編
（
栗
生
こ

ず
え
）
▽
も
と
も
と
人
名
で
す

語
源
ク
イ
ズ
わ
た
し
は
な
ん
で

シ
ョ
ー
（
倉
本
美
津
留
）
▽
あ
た

ま
の
回
転
が
は
や
く
な
る
！
も
ふ

も
ふ
ま
ち
が
い
さ
が
し
（
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
▽
そ
う
い
う
ゲ
ー

ム
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
▽
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
だ
い
す
き
（
苅
田
澄

子
）
▽
て
ん
ぐ
の
う
ち
わ
（
い
も

と
よ
う
こ
）
▽
ね
ず
み
の
パ
ン
や

お
い
し
い
は
な
し
に
ご
用
心
（
上

野
与
志
）
▽
は
り
ね
ず
み
く
ん
の

か
く
れ
ん
ぼ
（
は
ら
だ
よ
し
こ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜
一
　
般＞

▽
謎
の
香
り
は
パ

ン
屋
か
ら
（
土
屋
う
さ
ぎ
）
▽
少

女
マ
ク
ベ
ス
（
降
田
天
）
▽
楽
園

の
楽
園
（
伊
坂
幸
太
郎
）
▽
あ
え

の
が
た
り
（
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
）

＜

児
童
書＞

▽
か
え
る
場
所
（
千

広
兄
弟
）
▽
お
か
し
の
く
に
の
お

ひ
め
さ
ま
に
な
れ
る
ま
ほ
う
の
と

び
ら
（
真
瀬
ひ
か
る
）
▽
５
匹
の

魔
法
使
い
の
シ
ー
サ
ー
（
わ
だ
し

ん
た
ろ
う
）
▽
ク
ジ
ラ
が
し
ん
だ

ら
（
江
口
絵
理
）

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
下

元
で
す
。
こ
の
た
び
、
３
月
末

を
も
ち
ま
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

「
政
策
推
進
課
」
に
所
属
し
、
洞

爺
湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関

わ
る
業
務
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
の
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
、
撮

影
・
動
画
制
作
・
編
集
、
移
住
・

定
住
促
進
に
関
わ
る
業
務
な
ど
、

幅
広
い
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
町
内

の
様
々
な
場
所
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
に
は
、
洞
爺
湖

町
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
多

く
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
た

び
に
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、
お
手
伝
い

を
す
る
中
で
、
地
域
の
皆
様
の

温
か
さ
や
、
町
を
支
え
る
活
気

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、

洞
爺
湖
町
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
、
人
々
の
優
し
さ
に
改
め
て

魅
了
さ
れ
、
非
常
に
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
洞
爺
湖
町
に
つ
い
て
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
の
で
、
退
任
後
も
洞

爺
湖
町
の
魅
力
を
見
つ
け
、
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
着
任
す
る
前
か
ら
洞
爺
湖

町
に
は
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
し

た
が
、
改
め
て
魅
力
あ
る
町
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
皆
様
に

は
様
々
な
場
面
で
大
変
お
世
話

に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
ど
こ
か
で
お
会

い
し
た
際
に
は
、
お
声
が
け
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

新
刊
案
内
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海と森のめぐみ豊かな縄文のムラ

垣ノ島遺跡・大船遺跡 　函館市の南芽部地区にあり、
世界遺産「北海道・北東北の
縄文遺跡群」の一つです。

垣ノ島遺跡 噴火湾を見下ろす高台にあり、約 900
0 年も前から人々が暮らしていました。

　遺跡からは漁網用の石のおもりがたくさん見つかっていて、噴
火湾での漁が盛んだったことが分かっています。
　この遺跡で注目してほしいのは「足形付土版」です。亡くなっ
た子どもの足を粘土板に押し付け、形見としたと考えられていま
す。家族を思う縄文人の心を感じることができますね。

大船遺跡 噴火湾を見下ろす台地上にある 5500 年前
の遺跡です。

　100 を超える竪穴住居跡が重なり合って発見され、なかには２
m 以上も掘り込んだ住居もありました。なぜそんなに深く掘った
のか？なぞはまだ解明されていません。
　周辺には本州から持ち込まれたクリの木を植えていたようで、
食料や木材に利用したのでしょう。また、木の実や肉などをすり
潰すのに使う調理器具の「石皿」が大量に見つかっており、食料
資源に恵まれていたことを物語ります。

　洞爺湖町では現在、縄文に関連して２つの会が活動しています。ぜひ参加して一緒に縄文を楽しみましょう！　洞爺湖町では現在、縄文に関連して２つの会が活動しています。ぜひ参加して一緒に縄文を楽しみましょう！
気になる方は、入江・高砂貝塚館（☎ 76-5802）へお問合せください！気になる方は、入江・高砂貝塚館（☎ 76-5802）へお問合せください！

洞爺湖町で活躍！
アプタ・フレナイの会＆TOYAKO縄文ガイドの会

アプタ・フレナイの会アプタ・フレナイの会 TOYAKO縄文ガイドの会TOYAKO縄文ガイドの会

紹介します！

家族を思う心は縄文時代も変わらず

なぜこんなに深い竪穴住居が？

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



15日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

17日 ( 木 )

脳の健康教室
時  10:00 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

18日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

19日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

24日 ( 木 )
脳の健康教室
時  10:00 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

25日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

3月14日 (金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎76-4838）

15日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

18日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

21日 ( 金 )
洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎82-5111）

24日 (月 )～
28日 (金 )

あみものロビー展

27日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

4月3日(木 ) 無料法律相談会

7日 ( 月 )
フッ素塗布
時  13:00 ～ 15:00
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜さわやか＞）

8日 ( 火）
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

10日 ( 木 )
脳の健康教室
時  10:00 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

広報とうやこ広報とうやこ　2025 年2025 年 33 月月17

ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベント詳

ウイメンズネットワーク洞爺湖
あみものロビー展
　ロビー展は８年ぶりの開催です。ベストやセーター、帽
子、くつ下など、力作を展示していますので、ぜひご覧く
ださい。
■日　時　３月24日（月）12：00～28日（金）12：00
■場　所　役場町民ロビー
■問合せ　ウイメンズネットワーク洞爺湖事務局
　　　　　森（☎76-3038）

ｐ 13詳

ｐ 13詳

ｐ 13詳
ｐ 13詳

笑顔いっぱい！
洞爺湖町冬の恒例イベント
　洞爺湖温泉では今年も冬花火が開催。
中華圏の旧正月に一部の日程が重なった
こともあり、湖畔では多くの観光客が夜
空に咲いた大輪に見入っていました。
　水の駅ふれあい広場では２月９日、と
うや冬まつりが行われました。例年、子
どもたちに大人気の雪の滑り台も設置さ
れ、多くの来場者の笑顔と歓声が絶えま
せんでした。
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東奔西走

雪が少なくなっていると言われる昨今ですが、今年の
胆振は特に少雪のよう。雪かきが楽なことはありが

たいですが、気候変動の影響かと考えてしまいます。とは
いえ「帳尻合わせ」が来ないことを祈っています。（Ｄ.Ｙ）

先日弟の進学準備をするため、母も含め３人で買い物に
行きました。弟と母が話し合いながら買い物している

姿を後ろから見ていると、２年前、私が洞爺湖町へ引っ越
してくるときも大変だったなと思い出に浸りました。（Y.Ａ）

スポットライト

Spotlight

遊休農地でサツマイモ
の生産に取り組む

JAとうや湖
の皆さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！

発
行
日　
令
和
７
年
３
月
10
日

通　
巻　
第
2
２
８
号

■
編
集
・
発
行
　
洞
爺
湖
町
総
務
部
企
画
財
政
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広
報
統
計
係
　
〒
049-5692

洞
爺
湖
町
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町
58番

地
　
☎
0142-74-3004

FAX0142-74-2121　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
  http://w

w
w
.tow

n.toyako.hokkaido.jp/　
■
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刷
  ト
ー
ヤ
印
刷

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
か
ら
遊
休
農
地
の
増
加

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
農
家
が
対
策
に
知
恵

を
絞
る
中
、
と
う
や
湖
農
業
協
同

組
合
（
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
）
の
若
手

職
員
が
結
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
全
道
で
も
珍
し
い
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
農
協
に

就
職
し
て
５
年
以
内
の
若
手
職

員
。
農
協
の
業
務
と
遊
休
農
地

活
用
の
た
め
の
農
業
を
両
立
す

る
「
半
職
半
農
」
を
テ
ー
マ
に

２
０
２
３
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
農
産
物
を
た
だ
出
荷

す
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
困
難

な
こ
と
に
挑
も
う
と
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
う
中
で
注
目
し
た
の
が

サ
ツ
マ
イ
モ
。
南
国
を
主
な
生
産

地
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す

が
、
近
年
の
温
暖
化
な
ど
も
あ
っ

て
寒
冷
地
で
の
栽
培
が
増
え
つ
つ

あ
り
、収
益
性
も
高
い
作
物
で
す
。

と
は
い
え
道
内
の
先
行
事
例
は
ご

く
少
数
。
他
に
先
駆
け
て
育
て
方

を
確
立
し
、
農
家
と
共
有
す
る
こ

と
で
遊
休
農
地
を
減
ら
そ
う
と
挑

戦
を
始
め
ま
し
た
。

　
課
題
と
な
る
の
は
苗
の
安
定
供

給
。
単
価
が
高
く
、
ま
と
ま
っ
た

数
量
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
が
理

由
で
す
。
そ
こ
で
、
始
め
に
仕
入

れ
た
３
千
本
の
苗
を
自
ら
育
苗
し

て
数
を
増
や
し
、
安
定
供
給
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
技
術
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
農
作
業
に
携
わ
っ

た
経
験
が
な
く
、
参
考
に
で
き
る

資
料
も
少
な
い
こ
と
か
ら
育
苗
は

試
行
錯
誤
の
連
続
。
財
田
地
区
の

育
苗
施
設
で
成
長
を
見
守
る
傍

ら
、
農
家
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運

転
を
学
ん
で
畑
を
耕
し
、
専
用
肥

料
を
開
発
し
ま
し
た
。
中
心
メ
ン

バ
ー
の
一
人
、
日
野
陽
平
さ
ん
は

「
道
内
の
育
苗
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

な
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
育

苗
か
ら
商
品
開
発
ま
で
皆
で
調
べ

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
昨
年
は
30
㌧
を
無
事
収
穫
。
寒

暖
差
の
大
き
さ
の
お
か
げ
か
甘
味

が
強
く
、
糖
度
は
35
・
２
度
と
メ

ン
バ
ー
も
驚
く
ほ
ど
高
い
数
値

に
。
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
焼
き

芋
は
好
評
を
博
し
、
食
品
ス
ー

パ
ー
の
惣
菜
と
し
て
商
品
に
な
る

な
ど
魅
力
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
冬
に
は
芋
焼
酎
を
試
作

し
、
本
年
12
月
の
発
売
に
向
け
て

商
品
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
っ
て

い
る
真
っ
最
中
。「
生
産
者
と
し

て
、
農
協
職
員
と
し
て
一
日
も
早

く
生
産
技
術
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
」
と
意
気
込
む

日
野
さ
ん
。
眠
っ
た
ま
ま
の
農
地

を
呼
び
覚
ま
す
た
め
、
未
来
を
担

う
若
手
の
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

眠れる農地に描く夢
実現の日を目指して

prof i le 現在は20歳代を中心
とした職員13人が参加。2025
年はサツマイモの苗６万６千本
の確保を目標に活動中。


